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① 年間指導計画・
年間評価計画の作成

学習指導要領や学校教育目標を
基に、年間指導計画・年間評価計
画を作成します。

○ 学習指導要領にある各教科の目標
に沿って、学校としての指導の方向
性を明確にして作成することが大切
です。

○ 教科の目標を実現させるため、評
価規準についても記載します。

○ 児童・生徒の実態や既習の学習内
容を踏まえて作成します。

児童・生徒の実態や年間指導計画・
年間評価計画の作成を基に、単元（題
材）の目標・評価規準の設定をします。

授業づくりの道すじ

【例】小学校算数科（第3学年 「A 数と計算」）

・ 思考力・判断力・表現力等を育むため
には、各教科等で言語活動を充実するこ
とが必要です。

○ 指導内容と評価計画を基にし
て、単元(題材)の指導計画(授業
の流れ)を組み立てます。

教 育 課 程 の 編 成

○ 単元(題材)の指導計画を基
に、指導のねらい(本時の目
標)を明確にします。

○ 思考力・判断力・表現力等
の育成を意識した授業を行い
ます。

○ 児童・生徒に評価をフィー
ドバックし、学習の振り返り
を行わせます。

○ 単元(題材)の目標や評価規準を設定し、
それに基づいて、具体的な授業の流れを
考え、指導内容と評価計画を作成します。

○ 授業の組み立てに沿って、評価
規準をより具体的に設定します。

○ 「努力を要する」状況の児童･
生徒に対する手立てを考えます。・ １単位時間の中で３つの観点全てについて評価規準

を設定し、その全てを評価し学習指導の改善に生かし

ていくことは現実的には困難であると考えられます。

教師が無理なく児童・生徒の学習状況を的確に評価で

きるように評価規準を設定し、評価方法を選択するこ

とが必要です。

・ 単元(題材)構成の中で、それぞれの観点を工夫して

全体でバランスよく設定することが必要です。

・ 評価規準とは、学習指導要領に示された指導

内容の実現状況を判断するためのよりどころと

なるものです。

② 単元(題材)の目標･
評価規準の設定

③ 授業の準備 ④ 授業実践・評価活動

学校教育は、集団での活動や生活を基本

としています。児童・生徒一人ひとりが存

在感をもち共感的な人間関係を育むために、

互いの身になって考え、相手のよさを見つ

けようと努める集団を形成することが求め

られます。そのため、全教職員が同じ意識

で取り組むことが大切です。

※ 学習評価に関する参考資料
各教科によって違いがあるので、【「指導と

評価の一体化」のための学習評価に関する参考
資料】で確認しましょう。

記録に残す評価の機会は「○」

指導に生かす評価の代表的な機会は「・」

○「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

（令和２年３月予定 文部科学省 国立教育政策研究所）

○学習評価の在り方ハンドブック

（令和元年６月 文部科学省 国立教育政策研究所）

集団と個の関係

○思①(活動

観察，

ノー

○態①(ノー

ト分析)

記録に残す評価の機会は「○」
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○ 単元(題材)の終了

後に、収集した評価

資料を評価シートに

記入します。

⑥ 各学期・各学年の学習状況の総括(評価・評定)

Ａ：十分満足できる
Ｂ：おおむね満足できる
Ｃ：努力を要する

小学校では３、２、１
中学校では５、４、３、２、１

【例】評価の方法として

○ 単元(題材)構成の中で、それぞ
れの観点を工夫して全体でバラン
スよく評価することが必要です。

～保護者や児童・生徒への情報の提供～

学習評価に関する情報をより積極的に提供し、保護者や児童・ 生徒の理解を進め
ることが重要です。
どのような評価規準、評価方法により評価を行ったのかといった情報をわかりや

すく説明しましょう。

○ 授業実践を通して評価
した結果を、学習指導の
改善に生かしていくこと
が重要です。

○ 個人ごとの評価結果を
記録します。

○ 一人ひとりの学習状況
を見取ることができるよ
うな評価活動を行うため
には、例えば、評価シー
トなどを活用することも
考えられます。

○ 各授業で収集した評価資料を基

に、単元(題材)の目標に対する実

現状況を観点ごとに評価し総括し

ます。

○ 単元(題材)ごとに総括
した各観点の評価結果か
ら、観点別学習状況の観
点ごとの総括を行います。

○ 観点ごとの評価の総括から
評定への総括をします。

教 育 課 程 の 実 施・評 価

授業実践・評価活動 ⑤ 単元(題材)の総括

・ 児童・生徒の評価・評定などは、複数の目でチェックをすることが大切です。

観
察
・
点
検

確
認

行動の観察

学習の中で、評価規準が求めている行動の「観察」をします。

記述の点検

学習の中で、机間指導などにより記述の内容を「点検」します。

行動の確認

学習の中で、行動などの内容が、評価規準を満たしているかを

「確認」します。

記述の確認

学習の中で記述された内容を、ノートや提出物などにより「確

認」します。

行動の分析

「行動の観察」や「行動の確認」を踏まえて、その内容を「分析」

的に評価します。

記述の分析

「記述の点検」や「記述の確認」を踏まえて､ノートや提出物など

の記述の内容を「分析」的に評価します。

分
析

【例】単元(題材)ごとの評価シートを活用した児童・生徒の学習状況の見取り

各学校で、組織的・計画的に取り組みましょう。
学習評価の妥当性・信頼性を高めましょう。

児童・生徒一人ひとり

のよい点や可能性、進歩

の状況については、「個

人内評価」として、児

童・生徒が学習したこと

の意義や価値を実感でき

るよう、日々の教育活動

等の中で児童・生徒に伝

えることが重要です。

単元（題材）ごとの評価シート【例】

単元（題材）末に総括を

行う際、例えば、評価結果

のＡ、Ｂ、Ｃの数が多いも

のがその観点の学習の実現

状況を最もよく表現してい

るとする考え方や、評価結

果のＡ、Ｂ、Ｃを数値に置

き換えて合計したり、平均

したりする総括の方法など

が考えられます。

思考・判断・表現の観点

では、２つの評価記録にお

いて、単元の後半に児童の

学習状況の改善が見られた

ことを基にした総括の考え

方を示しています。

単元における観点別評価

の総括については様々な考

え方や方法があり、各学校

において工夫することが求

められています。
児童・生徒一人ひとりの学習状況について、顕著な事項がある場合

などは、その特徴をメモしておくことも考えられます。

児童の様子等に関するメモ


